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【版画 宗森英夫】 

☆初秋のウオーキング募集☆ 

“秋の野草”の観察 

秋のいたち川沿いには、いろいろ野草を観察できます。 

上流部の瀬上沢には、ミゾソバやタデ類から希少種タコノ

アシ、ワレモコウなど、森に入ると添付の写真アキノタムラ

ソウを観察できます。 

日  時：平成 29 年 10 月 17 日（火） 

10：00（集合）～13：00（解散予定） 

本郷車庫（バス停）→瀬上沢小川アメニテイ→ 

池の下広場→瀬上市民の森→道場広場（昼食） 

→栄高校入り口→本郷車庫（バス停）解散 

＊雨天中止。中止の場合は、前日ご連絡します。 

 

集合場所：本郷バス停 

参 加 費：100 円（保険料等） 

持 ち 物：飲み物、昼食、雨具 

参加人数：20 名（先着順）             

参加要領：参加希望者は、葉書、メール、FAX で住所・ 

     氏名・性別・電話番号を明記の上、 

     平成 29 年 9 月 28 日（金）までに下記に応募 

     して下さい。（当日消印有効） 

応 募 先：〒247‐0005 栄区桂町 303‐19 

     （電話）894‐8161 （FAX）894‐9127 

     （アドレス）sa-kikaku@city.yokohama.jp 

     栄区役所区政推進課企画調整係担当 

※内容については、和久井（いたち川 OTASUKE 隊、080‐3498‐0552)まで 

 
 
 

 

５月１９日/２０日、第３３回全国都市緑化よこはまフェ

アに合わせ、栄区では初めての企画として「オープンガー

デン花めぐりツアー」が開催されました。 

これまで、区内でのオープンガーデンは、湘南桂台エリ

アや庄戸エリアなどで個人宅の庭を開放する形で実施され

て来ました。今回は、栄区内の花壇/庭/花の名所/街区公

園/いたち川の草花まで、この機会に栄区を楽しんで貰お

うという、栄区役所の思い入れが感じられる内容でした。 

『まちに花を/心に花を/未来に向けて花サクサカエ』の

標語は、丹精こめて手入れをする人、花をみて元気をいた

だく人、それぞれに励みとなる素敵な言葉だと思います。 

いたち川の草花の探索は、両日、終盤のスケジュールで

本郷車庫バス停前の「桜井の水辺」から「尾月あじさいロ

ード」経由天神橋、栄区役所のコースです。 

いたち川 OTASUKE 隊の３名が案内に参加しました。 

今回直前に、散策区間の草花４０種類を撮影し植物名を付

し、資料を配布のうえ解説を行いました。 

いたち川にこんなに多くの草花のほか樹木があること、

昆虫や鳥など動物、そのほか水辺の生き物と「生物多様性」

についての広い話に、みなさんが納得のようすでした。 

栄区オープンガーデン花めぐりツアーに、区内外から多

くのお客様がお見えになり、とても楽しいひとときでした。 

（うめおきな） 

発 行 年 月 
2017 年 7 月 

○鎌倉街道が続く道、出立川で身仕度整えて

≪いざ鎌倉≫へと向かい、この時代からきた

のが、いたち川になった説、帰陣の祝いをし

て鎌倉に入ったので帰り橋から～海里橋又

戦時中はいたち川を堀の役目とさせて海軍

と村里を結ぶ橋として名前がついた説等…

その時代により説も変わって行く歴史を振

り返る事で、その時代を思いはせます、地名

や橋の名前の由来や、伝説のあるお寺さん等

ロマンがありますので是非紹介を…楽しみ

にしています。   茅ヶ崎市 M さん 

 

○上郷小学校の総合学習の記事を興味深く読

みました。川が近い学校には、 

同じような学習を取り入れて 

欲しいと思います。 

川の魅力も川の怖さも知 

ることができるでしょう。 

大岡川は残念ながら大人がゴミを捨て、 

子どもたちがそれを清掃し、「川にゴミを捨てない

で」というマナーポスターを描くという恥ずかしい

状況が見られます。       南区 U さん     

日東橋、枕木だんだん広場 
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栄区「オープンガーデン 花めぐりツアー」 

～いたち川沿いの春の草花～ 

 

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
記 

上
の
版
画
は
、
い
た
ち
川
の
左
岸
、
日
東
橋
の
下
流
側
か

ら
眺
め
た
風
景
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
道
路
を
横
断
し
て
左
岸

沿
い
の
道
を
進
め
ば
綺
麗
な
紅
い
橋
、
扇
橋
に
た
ど
り
着
き

橋
を
渡
れ
ば
六
反
町
公
園
に
入
っ
て
行
く
。 

こ
の
版
画
の
左
側
、
日
東
橋
の
右
岸
側
た
も
と
に
高
さ
３

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
立
っ
て
い
る
。 

い
た
ち
川
沿
い
を
散
歩
道
と
す
る
自
分
に
と
っ
て
こ
の
木

は
大
好
き
な
木
で
あ
る
。
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
言
え
ば
山
下
公
園

に
あ
る
大
ぶ
り
の
樹
が
有
名
だ
。
何
し
ろ
氷
川
丸
を
背
景
に

従
え
て
ピ
ン
ク
色
の
花
を
見
せ
る
あ
の
樹
は
公
園
を
彩
る
プ

リ
マ
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
。 

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
東
部
原
産
の
花
木
で
、
明

治
の
末
、
東
京
都
か
ら
贈
っ
た
サ
ク
ラ
の
返
礼
と
し
て
ア
メ

リ
カ
か
ら
苗
木
３０
本
が
贈
ら
れ
て
き
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
ア
メ
リ
カ
の
国
花
で
あ
る
。
別
名

を
ア
メ
リ
カ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
呼
ぶ
。（
注
）
落
葉
高
木
で
花
木

と
し
て
広
く
各
地
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
５
月
頃
、
花
弁
状

を
し
た
大
き
い
４
片
の
総
苞
片
（
そ
う
ほ
う
へ
ん
）
が
白
色

ま
た
は
紅
色
に
な
っ
て
花
弁
の
よ
う
に
美
し
い
。 

今
年
の
花
は
も
う
散
っ
て
し
ま
っ
た
が
秋
の
紅
葉
も
良
い

の
で
ご
覧
に
な
る
と
よ
い
。 

栄
区
に
は
、
シ
ド
モ
ア
桜
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
桜
と
対

比
さ
れ
る
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切

と
思
い
記
し
た
。 

（
ピ
ン
テ
ー
ル
） 

（
注
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
「
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
と
呼
ぶ
人
も 

い
る
が
、
こ
れ
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
ア
メ
リ
カ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ 

を
混
同
し
た
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

通刊 76 号 



いたち川に、たくさんの命が戻ってきているようです。 

生き物はすべて、食べる食べられる関係を通じた 

連鎖のバランスのうえで生き、子孫を残し、そして 

死んで分解されて土や養分になり、次の世代の生き物を支えてい

ます。 

藻や水草→分解者となる菌類などが基本的なサイクルですが、

雑食性の魚なども多く、さまざまな関係が複雑につながっていま

す。 

いたち川流域では、こうした食物連鎖の 

上の方に立つアオサギやゴイサギ、アオバズク、 

イタチなども見られるようになりました。 

底辺が広がれば頂点も上がり多様の生き物が棲める環境になり

ます。 

中間部の魚、トンボのヤゴが減ると水に含まれる有機物を餌とす

るプランクトンが死骸となって川底にヘドロとして堆積され、水質汚

濁の原因となります。 

生物 

  

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川の生態系と食物連鎖のモデル            

 
  
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

い
た
ち
川
の
特
色
と
生
態
系 

 

夏
の
川
は
勢
い
よ
く
繁
っ
た
草
木
、
そ
の
中
に
見
え
隠
れ
す
る
鳥

や
昆
虫
、
泳
ぎ
ま
わ
る
魚
や
水
中
の
小
さ
な
生
き
物
た
ち
で
活
気
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

い
た
ち
川
の
特
色
は
、
他
の
都
市
河
川
に
比
べ
て
、
川
岸
を
含
め

て
植
物
の
種
類
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
と
繁
茂
し
て
い
る
場
所
が

多
く
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
と
な
っ
た
の

は
、
い
た
ち
川
を
管
理
す
る
土
木
事
務
所
が
10
数
年
前
か
ら
河
川

に
す
む
魚
類
や
水
生
昆
虫
が
す
み
や
す
い
環
境
に
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
き
物
は
食
物
連
鎖
で
繋
が
り
、
生
態
系
の
中
で
命
の
循
環
を
続

け
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
雑
草
と
言
わ
れ
て
厄
介
も
の
扱
い
さ
れ
る

草
も
、
昆
虫
に
と
っ
て
は
大
切
な
食
物
で
そ
れ
が
な
け
れ
ば
生
存
で

き
な
い
と
い
う
役
目
が
あ
り
ま
す
。 

昆
虫
の
中
に
も
肉
食
（
捕
食
）
や
草
食
、
何
で
も
食
べ
る
雑
食
と

多
様
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
昆
虫
は
、
固
有
の
植
物
に
卵
を
産
み
付
け
、
幼
虫
時

に
は
そ
れ
を
食
草
と
し
て
い
る
こ
と
が
解
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

等
ア
ブ
ラ
ナ
科
だ
け
を
好
む
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ま
た
イ
ネ
、
ス
ス

キ
に
は
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
、
道
端
に
小
さ
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ

る
カ
タ
バ
ミ
に
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
草
木
に
覆
い
被
っ
て
厄
介
者
の

ク
ズ
に
は
ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ
ミ
等
の
幼
虫
が
宿
っ
て
い
ま
す
。 

              

成
虫
に
な
っ
て
樹
液
や
花
粉
、
蜜
を
求
め
て
集
ま
る
昆
虫
は
、
ク

ヌ
ギ
類
に
は
甲
虫
類
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
類
、
セ
リ
、
ク
レ

ソ
ン
に
は
ス
ジ
ク
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
菜
の
花
に
も
ミ
ツ
バ
チ
、
ハ
ナ

ア
ブ
な
ど
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
の
植
物
を
選
ぶ
の
か
具

体
的
な
理
由
は
長
い
間
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
科

学
的
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

食
べ
る
側
の
生
き
物
は
必
要
な
栄
養
を
取
る
と
共
に
、
体
に
悪
い

物
質
を
取
り
込
ま
な
い
よ
う
餌
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

食
べ
ら
れ
る
植
物
側
と
し
て
も
、
様
々
な
方
法
で
防
御
策
を
と
っ

て
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
一
方
、
花
粉
を
運
ん
で
も
ら
っ

た
り
、
受
粉
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
の
相
互
扶
助
の
役
割
も
保
っ

て
、
「
蓼
（
タ
デ
）
食
う
虫
も
好
き
好
き
」
と
例
え
ら
れ
る
よ
う
に

複
雑
に
絡
み
合
っ
た
生
態
系
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
き
続
け
て

い
る
の
で
す
。 

自
然
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
底
部
に
位
置
す
る
河

川
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
水
の
自
浄
作
用
が
低
下
し
水
質
汚
濁
に
も

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

河
川
沿
い
に
植
樹
さ
れ
た
樹
木
は
防
災
の
役
目
の
ほ
か
甲
虫
類

の
繁
殖
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
甲
虫
類
が
好
き
な
子
供
た
ち

を
川
辺
に
い
ざ
な
い
、
結
果
的
に
河
川
へ
の
興
味
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
河
川
域
内
で
動
植
物
を
鑑
賞
で
き
る
こ
と

は
、
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
（
環
境
共
生
都
市
）
の
中
の
良
き
モ
デ
ル
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

（
う
ぐ
い
す
） 

次号では川における帰化植物や外来生物との関わりあい
を紹介していきます。           （水・人・子）  

◆水辺は変わりつづける自然 

水の動きに絶えずさらされている川や水辺は、特に変わりやすい自然です。 

水の力は思いのほか大きく、水の増減や淵や瀬のかたちが変わります。ま

た、池に落ち葉が積もると水底の環境が変わりますし、湿地も生える植物がど

んどん移り変わっていきます。そうするとそこを生活や餌とりの場、避難場所に

してすみ分けていた生き物たちも変わっていきます。 

生き物にとっては、ときどき増水したりしてかく乱されることも必要で、淵が掘

られたり、水底の古い藻がはがれたりして環境が改善されます。ときどき水をか

ぶるような不安定な場所でしか生きられない植物もあり、これが河川特有の植

物といえます。 

条件の異なる多様な場所と、適度の変動が生き物を豊かにするのです。 

◆影のある流れ 

 さらに、川の生き物のために注目したいのは、川辺の樹木です。プロムナード

として整備され開けた明るい水面だけでなく、樹木がおおいかぶさる影のある

水面も必要です。 

 谷戸を流れる水路は、片側が開けた水田、一方が斜面の林で、明るい場所

と影の場所の境目にありました。こうした環境の移行する部分は、生き物の育

む場としてよい条件を備えていたといえます。 

いたち川流域には、荒井沢市民の森、瀬上市民の森は横浜市内でも代表

的な谷戸として有名で、動植物の種類も多く、ホタルの発生数が多いことで知

られています。 

水の流れ 土壌 

大 気 

太陽光 

肉食鳥類等 

魚類両生類 

肉食水中昆虫 

草食水中昆虫貝類 

生産者 藻類 

ﾊﾞｸﾃﾘｱ菌類 還元者 

卵を産み付け食草とする昆虫 
イラクサ…アカタテハ 
イネ、カヤ…イチモンジセセリ 
クズ、マメ科…ウラギンシジミ、 

モンキチョウ 
カナムグラ…キタテハ 
カタバミ…ヤマトシジミ 
スイパ…ベニシジミ 
クスノキ…アオスジアゲハ 
エノキ…オオムラサキ、ゴマダラ 
ネムノキ…キチョウ 
サルトリイバラ…ルリタテハ 
カラスザンショウ…クロアゲハ 
コクサギ…モンキアゲハ 

エサとなる生物がふえる…その生物は増加していく 

自分を食べる生物がふえる…その生物は減少していく 

エサとなる生物が減る…その生物は減少していく 

自分を食べる生物が減る…その生物は増加していく 

あまりに大きな環境破壊だったときや、人間によって

新しい種類の生物が持ち込まれたとき、ある動物のみ

を大量に殺したときは、もとにもどらないときもあり

ます。 

初版「いたち川情報マップ」の紹介 第 5 弾!! 
平成８年（今から 21 年前）に初版 

「いたち川情報マップ」発行！ 

いたちかわらばん 71 号から順次紹介 

しています 

とても微妙な川の自然のしくみ 




